
テ
ン
グ
バ
シ
天
狗
橋

石
川
制
的
来
の
西
部
と

能
楽
部
岩
本
と
を
辿
絡
す
る
所
に
手
取
川
を
椀
ぎ
っ

て
架
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
橋
名
は
、
儲
か
ら
上
疏
の
岩

本
方
而
の
河
岸
が
、
斧
を
以
て
削
ら
れ
た
や
う
な
絶

壁
で
あ
り
、
そ
れ
を
天
狗
墜
と
呼
ば
れ
た
の
に
基
づ

〈
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
橋
は
明
治
三
十
六
年
二
且

の
抽
出
功
で
あ
っ
た
。

十
二
年
長
州
濃
密
院
、
文
化
三
年
越
前
市
両
陛
寺
、
七

年
間
泉
寺
、
十
三
年
越
中
光
磁
寺
に
制
使
し
、
文
政

四
年
十
月
大
来
寺
に
入
・り
附
堂
演
法
、

一
位
三
年
に

し
て
越
前
長
観
寺
を
創
古

L
、
文
政
六
年
二
且
九
日

病
を
得
て
寂
し
た
。

テ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
マ
天
行
寺
山

鹿
島
郡
笠
聞

の押印
wm
か
ら
南
方
に
あ
る
山
0

・同
さ
一
三
六
米
。
地

問
第
三
紀
脳
。

テ
ン
グ
イ
シ
天
拘
右

能
美
郡
岩
本
で
援
す
る

石
材
。
幣
草
色
、
又
は
阪
府
色
を
呈

L
、
償
金
く
組

問
で
硬
い
。

テ
ン
グ
カ
ベ
天
狗
壁

』
ゴ
ザ
イ
ハ
御
座
岩
。

テ
ン
グ
ザ
カ
天
狗
坂

金
部
拍
車
の
午
右
衛
門

橋
へ
出
る
坂
織
で
あ
る
が
、
そ
の
名
の
聞
東
は
不
明

で
あ
る
。

テ
ン
グ
ノ
ツ
メ
天
狗
の
爪

能
臣
官
で
は
所
々
に

天
狗
の
爪
と
い
ふ
も
の
を
出
す
。
こ
れ
は
小
形
の
駁

の
閣
の
化
石
で
、
多
く
暗
叫
脚
色
を
呈
L
、
光
州
怖
が
あ

る
。
そ
の
大
形
に
し
て
長
さ
十
纏
許
の
も
の
を
潟
の

向
と
刺
す
る
。
共
に
第
三
紀
胞
の
古
い
砂
岩
か
ら
出

る
や
う
で
あ
る
。
天
文
日
程品
川
ご
年
間
正
且
二
日
に
、

『自
湘
井
-zk
一
大
狗
爪
三
束
。
』
と
記
さ
れ
る
。

テ
ン
グ
J
ツ
メ
ト
ギ
イ
シ
天
狗
の
爪
刷
石

臥

車
部
叩
村
に
在
る
。
能
奇
誌
に、
『
甲
山
の
鐙
に
、
天

狗
の
爪
硝
石
と
て
、
割引
仮
に
物
札
管
制
ぎ
し
跡
化
石
に

あ
り
。
』
と
あ
る
。

T 
ン

テ
ン
グ
マ
ツ
リ
天
狗
祭

能
管
誌
に
、
『
時
闘
の

御
山
よ
り
、
大
川
の
天
問
的
へ

、
毎
銭
入
月
十
四
日

の
夜
松
明
数
百
到
る
。
近
き
わ
た
り
よ
り
見
ろ
に
、

誠
に
紗
政
見
ゆ
。
俗
に
瓜
の
隊
胞
と
も
、
叉
天
狗
町
駅

と
も
い
へ
り
。
』
と
見
え
る
。
時
凶

・
大
川
品
目
に
以
王

制
で
あ
る
。

テ
ン
ケ
イ
ゼ
ン
チ
ョ
ウ
天
桂
総
長

印
刷
宗
の

附
。
能
楽
郡
の
人
。
幼
に
し
で
説
疑
し
、サ
政
越
前
出

泉
寺
に
入
旬
、
永
正
十
四
年
叩
姿
怒
開
山
寺
の
民
翁
宗

見
に
衣
法
令
附
せ
ら
れ
た
。
後
武
川
信
脱
そ
の
府
内

に
大
泉
寺
そ
制
し
て
割判
長
宇
一開
山
た
ら
し
め
た
が
、

大
永
四
年
九
且
品
川
九
日
六
十
二
歳
守
以
て
一
市
寂
。

テ
ン
ケ
ン
ノ
ウ
レ
へ
勲
績
の
盛

文
政
八
年
七

月
加
賀
滞
は
御
召
米
を
行

4
て
、
之
常
大
坂
に
輸
出

し
、
利
問
刊
の
収
得
を
採
ら
う
と
し
た
が
、
秋
冬
山
市
上

の
加
速
に
椛
へ
ぬ
問
、
こ
の
米
穀
切
手
を
金
融
諜
古

ゼ
V

，，
ズ
ヲ
イ

た
る
銀
仲
に
筑
入
し
て
銀
子
山
村
山
川
上
げ
た
の
で
、
同日

九
年
春
に

R
っ
て
も
、
先
，
っ
そ
の
質
搬
や
解
除
せ
し

め
た
後
で
な
け
れ
ば
裂
殺
キ
e
防
衛
す
る
令
得
な
か
っ

た
。
悶
っ
て
掛
川
は
銀
仲
脅
欺
い
て
切
手
脅
岡
牧
し
、

以
て
米
殺
を
総
出
し
た
後
、
銀
仲
に
五
今
年
bz
期
し

て
仙
銀
の
仕
飢
や
-約
し
、
川
し
て
最
初
の
一
年
の
み

之
を
賀
行
し
て
依
は
陵
昧
の
判
に
初
っ
た
。
滞
が
先

に
銀
仲
に
奥
へ
た
切
手
に
は
勤
続
の
印
が
係
し
で
あ

っ
た
の
で
、
時
人
こ
れ
や
一
助
織
の
裂
と
い
え
p
た
。
こ

の
際
金
持
袋
町
越
中
屋
次
左
衛
門

・
片
町
宮
腹
屋
久

右
衛
門

・
石
川
抑
制
措
断
水
屋
次
助
等
は
、
抽
出
め
治
局

か
ら
機
的
脅
焼
ひ
知
り
、
的
制
畑
中
」
仙
に
秘
奥
し
て
そ

の
町
民
党
出
血
れ
た
の
で
、
川
人
は
そ
の
肪
鎚
常
的
み
、

多
数
屋
前
に
集
っ
て
暴
務
官
行
は
ん
と
し
た
。

テ
ン
ザ
カ
天
坂

以
南
部
上
町
野
郷
に
闘
す
る

部
滞
。テ
ン
ザ
キ
天
崎

江
沼
郡
小
闘
の
北
方
海
向
で
、

テ
ン
ジ
ユ
コ
ウ
カ
シ
ュ
ウ
天
珠
公
歌
集
一
加
。

前
川
張
叫
が
幼
少
の
切
か
ら
詠
じ
た
倣
脅
集
め
た
も

の
で
あ
る
。

テ
ン
ジ
ユ
コ
ウ
ネ
ン
プ
天
珠
公
年
譜

一
加
。

前

m市
-
削
が
苧
保
ご
十
年
十

一
且
誕
生
し
て
か
ら
、

質
問
三
年
十
月
卒
去
ま
で
の
年
制
で
あ
る
。

テ
ン
シ
ユ
ダ
イ
天
守
盗

金
抑
減
本
丸
と
束
丸

と
の
排
に
あ
っ
た
。
則
市
の
年
併
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
女
職
一

一年
前
川
利
治
が
天
守
下
の
局
で
生
誕
し

た
と
三
町
聞
記
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
附
に
恕
て
ら
れ
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
殴
長
七
年
イ
一
月
時
日
夜
亥
時

前
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
そ
の
後
一
的
混
上
に
三
階
相

そ
立
て
た
が
、
天
守
は
復
萄
し
な
か
っ
た
。

テ
ン
シ
ユ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
・
天
主
山
按

鹿
島
都
府

中
に
在
っ
た
も
の
で
、
城
剖
は
不
明
で
あ
る
が
、
上

保
融
制
部
が
投
に
民
た
と
い
ふ
。

テ
ン
ジ
ヨ
ウ
カ
ベ
天
井
壁

能
安
部
都
市
，
制
問
地

泉
か
ら
白
山
へ
の
稜
絡
巾
、
剃
刀
何
そ
越
え
、
畑
町
尚

一一点王

O
米
許
に
在
る
隙
絡
で
あ
る
。
右
方
は
千
似

の
深
谷
で
、
向
閃
安
山
岩
剃
w
m
L
、
録
に
総
監
を
削

4
M
せ
し
め
る
。
こ
i
h

で
は
相
阿
部
樹
が
殆
ど
鍵
き
ん
と

す
る
所
な
の
で
、
特
に
航
物
同
小
者
の
往
信
hw一芯
〈
。

デ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
僧
誼
寺

珠
洲
郡
小
木
に
在
っ

て
、
提
出
京
市
刑
訴
に
臨
す
る
。

テ
ン
シ
ョ
ウ
ロ
ヲ
天
正
鋒
一
加
。
若
者
不
祥
。

天
正
七
年
前
凶
利
家
の
生
誕
か
ら
、
間出長
十
九
年
利

協
の
時
代
ま
で
の
記
録
で
、
麟
蹴
縮
施
の
四
部
に
分

一品
さ
一

=
O米
前
の
断
院
を
な
し
て
ゐ
ろ
。

テ
ン
ジ
イ
ン
慈
恋
院

沼
山
滞
宅
第
近
代
前
田

利
幸
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
鉱
慈
院
怨
風
日
制
大
阪
士
。

テ
ン
ジ
エ
イ
ン
天
珠
院

加
到
務
中
第
九
代
前

m質
的
の
法
川
町
。
詳
し
〈
は
天
珠
院
姉
且
仁
活
大
府

士。

テ
ン
ジ
ン
ナ
ガ
モ
チ
天
紳
長
持

前
町
家
重
代

の
利
黙
に
大
問
団
太
の
太
万
と
小
鍛
治
の
長
万
と
が
あ

っ
た
が
、
務
侠
の
江
戸
に
彦
助
す
る
際
は
、
守
殺
の

鈴
代
る
々
々
踏
す
例
で
あ
っ
た
。
天
制
長
持
と
は
之

を
納
め
た
腿
岡
山
を
い
ひ
、
道
中
非
協
に
郷
軍
に
取
扱

ひ
、
決
し
て
地
上
に
鎧
く
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

テ
ン
ジ
ン
バ
ヤ
シ
天
神
林

金
剛
何
回
井
天
一
脚
部

ち
今
の
松
原
耐
祉
の
後
方
な
る
山
林
を
い
ひ
、
帥山際

佳
一の
跡
で
あ
る
。

テ
ン
ジ
ン
パ
ヤ
シ
天
神
林

羽
咋
純
一
地
問
な
る

手
法
比
時
前
枇
の
制
林
ゃ
い
ふ
。
佐
々
成
政
が
末
森

山
を
攻
め
た
時
、
先
陣
吾
安
野
天
跡
林
に
陣
を
取
れ

ば
本
陣
は
坪
井
山
部
出
に
鍛
っ
て
下
脅
し
た
と
い
ふ
も

け
で
あ
る
。

テ
ン
ジ
ン
ガ
ハ
ラ
天
神
川
原

臨
時
制
矢
田
郷

に
回
す
る
部
稿
。

テ
ン
ジ
ン
ザ
カ
天
神
援

金
押
仰
天
神
川
か
ら
小

立
野
奥
力
町
へ
逝
ず
る
道
路
で
、
も
と
男
坂

・
女
坂

等
の
三
坂
が
あ
り
、
惣
名
を
天
一
岬
援
と
呼
ん
だ
。

テ
ン
ジ
ン
ダ
ニ
天
神
谷

臥
}甲山
部
穴
水
郷
之
内

大
屋
庄
に
回
す
る
部
前
。
天
文
元
年
七
月
諸
橋
六
郷

南
北
株
取
注
文
に
は
天
耐
が
谷
と
認
し
で
あ
る
。
邑

名
は
天
榊
祉
が
あ
る
に
よ
る
。

テ
ン
ジ
ン
ダ
ニ
ガ
ハ
天
神
谷
川

胞
内
向
叩
四
仰

領
の
大
波
谷
か
ら
続
出

L
、問
領
で
芭
知
潟
に
入
目
。。

統
限
ご
粁
許
。

テ
ン
ジ
ン
ド
ウ
天
神

堂

滞

政
の
頃
、
肢
末
か

ら
正
月
に
か
け
て
男
児
の
飾
物
に
天
制
堂
が

あ
っ

た
。
別
殿
・烏
府
・
玉
知
等
宇
一小
さ
〈
木
で
透
。
、
そ

の
巾
に
土
偶
の
天
神
・
随
身
・狛
犬
・
太
鼓
・榊
主
・
田川

間
等
や
一
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
務
侯
の
組
先
が
官
公

で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
伐
に
初
っ
た
も
の
で
あ
ら

，ヲ。

五
六
八


